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　平成２６年度を迎えて
　新緑の候、会員各位におかれましては、ますます御健勝のこととお喜び申し上げま
す。平素は自治会活動に格別のご協力と高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
　過日４月 日に第 回定期総会を会則に基づき実施いたしました。席上、平成
年度の事業報告および決算報告並びに監査報告をさせて頂き、一部の行事が台風

と大雪の関係で日程の変更等をさせて頂いたものを除けば概ね無事に行うことが出来
た旨、報告をさせて頂き、満場一致でご承認を戴きました。また 年度の事業計画
およびエアコンの取替工事等を含めた予算についても満場一致でご承認を戴きました。
代議員の皆様そして会員各位の御協力に感謝申し上げます。
　また会長選考委員会より 年度、 年度の会長続投の要請があり受諾致しました。 年度の事業遂
行につきましても役員一同鋭意頑張りますので会員各位のご指導ご協力の程宜しくお願い申し上げます。
　さて　五ツ又自治会も創立してから５２年の歳月が経過いたしました。居住されている方も高齢化が
進み、高階の中でも高齢化率が一番高く三割になんなんとしております。我が自治会はまだ大丈夫と
思っておりましたが、対岸の火ではなくなりました。少子高齢化の問題として「一人暮らしの高齢者の
方」「空き家問題」等自治会として真剣に取り組まなければならない問題と認識しています。
　然しながら、ありがたいことに、五ツ又自治会内は防犯を始め諸兄の活動により犯罪も殆ど無く、防
災につきましても震災の被害が殆ど出ていません。本当に「安全で安心して暮らせる街」として少しず
つですが構築されて来ていると実感しております。
　今年こそ、私自身自治会活動の総仕上げの年と位置付け、精励したいと肝に銘じております。本年の
事業計画が滞りなく推進できますよう会員各位そして各部また各外郭団体の皆様のご協力と諸先輩のご
指導ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げ事業年度開始に当たりご挨拶といたします。
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新井新会長就任あいさつ

平成 年 月、五ツ又自治会は 歳になりました。26 4 52
　平成 年 月現在、五ツ又地区の世帯数は 強で、このうち自治会に加入は 世帯、入会率は
％です。また人口は約 千人で 歳以上の高齢者は約 名に及びます。高齢化率は 割に近い状況

です。こうした状況を踏まえ、安心安全な街づくりが望まれます。
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五ツ又自治会第５２回通常総会開催

　平成 年 月 日（日）午前 時から 時の間、ジョイフルにお
いて第 回五ツ又自治会通常総会が行われました。新旧役員 名と
各区正副理事 名（総数 、委任状 、欠席 ）が出席し、新井会長
から指名を受けた根本副会長が議長となって、議案の審議を行いまし
た。各議案とも滞りなく審議を終え、無事新年度に移行しました。
　議案は、① 年度事業報告、② 年度決算報告、③ 年度監査報
告、④ 年度会長の選出、⑤会則の一部改定、⑥ 年度事業計画、
⑦ 年度予算、⑧代議員提案議題等の 件でした。
　この中で特筆する件は次の 件です。ひとつは⑤会則の一部改定で、役員の任期に関する第 条の
「 期 年を超えることができない」を「役員の再任を妨げない」としたこと、世帯主の死亡の弔慰金
を支給額 万円から 千円としたことです。もうひとつは⑥ 年度事業計画で、今まで五ツ又自治会で
のみ実施していなかった役員・理事の慰労金を支給することになったことです。
　今年度予算の詳細は ， ページをご覧ください。
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　新役員をご紹介します

　五ツ又自治会は第 期を迎え、役員が改選されました。会長は前ページでご紹介しましたので、ここでは副会
長から会計監査までの 名をご紹介いたします。
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● （ 区）　再度副会長に任命され、任の重さを痛感しております。過去 期で地域の人達と少
しは交流を深める事ができたと思います。今期は更に交流を深められる様努力を重ね、明るく楽しい自治会にな
る様頑張ります。会員の皆様のご協力をお願いいたします。
● （ 区）　前期は、体育部長を皆様のご協力により 年間務めさせて戴き、ありがとうござい
ました。今年度からは、新井会長の任命を受け、新たに副会長を務めさせて戴くことになりました。五つ又自治
会に、住んで良かったと感じて戴けるようにやって行きたいと、思っております。今まで以上に、皆様のご協力
を宜しくお願い致します。
● （ 区）　生涯広報部長のみと思っていましたが、さらに副会長という大役を仰
せつかりまして、環境推進委員もお受けしました。はてさて如何なりますやら。ただし安請け合いと会員の皆様
から評されないようにしないとなりません。老体に鞭打って一層頑張る所存です。
● （ 区）　この度、総務部長として就任いたしました 区の竹之下です。前任の三井氏
の様に、立派な仕事はできないとは思いますが、頑張りたいと思います。よろしくお願いいたします。　
● （ 区）　今年度厚生部長を務めさせていただく佐藤です。皆さんと協力しながらがん
ばっていきたいと思います。宜しくお願いいたします。
● （ 区）　この度、図らずも防犯防災の重責を担うことになりました。日頃お世話に
なっております五ツ又会員の皆さまに、少しでも恩返しをの気持ちで病身を押して、関係諸氏のご協力のもと
「会員は一人のためと、一人は会員のために」をモットーに務めて参ります。宜しくお願い申し上げます。
● （ 区）　この度、体育部長に就任しました山口です。前任者の中川さんご苦労様でした。

● （ 区）　五ツ又の皆様のお役に立ちますよう努力してまいります。五ツ又の行事、
北小育成会との行事にかかわり、お子様達が、明るく、元気に活動できますよう、皆様と一緒に見守って行きた
いと思います。よろしくお願いいたします。
● （ 区）　再任です。これまで同様、入出金の管理を厳格に行ってまいります。
● （ 区）　限られた予算の中で、如何に自治会を運営していくか。楽しい自治会を目指し、
アドバイスを含めて監査をしていきたいと思います。
● （ 区）　安心で住みよい地域づくりに尽力したいと思います。

副会長　根本裕志

副会長　中川一夫

副会長・広報部長　岡　和男

総務部長　竹之下和義

厚生部長　佐藤安弘

防犯防災部長　高橋　勝

体育部長　山口征治

青少年育成部長　大場和仁

会計　高橋敏博
会計監査　星野勝

会計監査　藤原煕功
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私のような高齢者が大役を仰せつかって良いものか悩みましたが、お世話になっている自治会のために多少なり
とも貢献できればと思いお受けしました。
高齢者ではありますが、楽しい競技会等が行えるよう頑張りますので皆様の御協力を宜しくお願い致します。

　役員の氏名とコメントは写真上段左から右、
下段左から右の順に掲載してあります。

　第２６期予算表掲載しました

　今期の予算を、次の３・４ページに掲載いたしました。
　４ページの末尾には今年度から支給される役員・理事の報償金のついて記述してあります。会長職の
報償金は今までどおり川越市から支給されますが、副会長以下の役員、理事へは五ツ又自治会からの支
給となります。
　五ツ又まつりをはじめ、各行事の予算を載せてありますので興味深くお読みください。
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事務費

40,000



新春もちつき会は大盛況

　新春もちつき会 は、 月 日（日）、森の公園で開催されました。天候は良、風もなし、でも暖
かさで霜柱が融けたので会場一面泥状になり、ぐちゃぐちゃ。会場の整備のため事前に掃き集めていた
落ち葉をまた泥の上に敷き詰めました。これで子どもの歩行は安全。靴はだいぶ汚れたようですが。
　今年は米を キロ増やし総量 キロ。内緒ですがある秘密の機具を持ち込んだおかげで、生産ス
ピードアップ。いつもの通り 人きても準備 だったのですが、意外や参加者は 名ほどでした。
だから餅はまんべんなく行きわたりました。
　猪狩さんが提供してくれた別の秘密兵器、釜のふたや長尺のしゃもじはトン汁の具の煮えかたに効果
抜群。体育部の味付けもよかっ
たですよ。とても美味しかっで
す。
　毎年のことながら子供たちは
嬉々として杵を振り上げてまし
た。こういう行事は毎年楽しみ。
体勢はできています。来年は
もっといっぱいいらっしゃい。
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降っても降っても止みません

　 月 日と 日の大雪には参りました。首都圏では 年ぶりとのこと。 日夕は吹雪状態でした。街は
まるで雪国の趣。両日とも私は雪中外出という所業。今回の積雪は 日で センチ以上、 日合計で
センチ以上、丈の短い雨靴では歩くと口から雪が入ってまったく役立ちません。

　積雪は放っておくのが一番融けやすいとの説もあります か
といって家の前の生活道路が不通のままにしておくのは気が引けます。家の前でなにか事故が起こって
は嫌ですから。
積もった翌日は週末で雪かきには好都合でしたが、気温が低

く ません。わが地区では多くは老人世帯です。一気に掻き
切る体力が…。何時かは始めなくてはと思いつつなかなか。そ
れでもご近所のガーッとスコップと道路のこすれる音につられ
て重い腰があがります。明日は筋肉痛か、いや筋肉なんかもう
ないから関節痛か。
　でも 雪はいいことも見せてくれます。ご近所の
比較的歳若い人が 力を添えてくれたり、 月曜日収集
のごみ集積所は早々にきれいに掻かれていたり、うれしいです
ね。雪は冷たいけれど、人の心のぬくもり を感じさせる人情劇の舞台を用意してくれたりし

。
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。積み上げると解けにくくなるのも確か。

　
解け

こんな面倒な
見かねて 翌

と仲間意識
ます

北小ウィング６年生を送る会は中止

　２月８日は北小ウィングの主催により、恒例の６年生を送る会でした。ところがあの大雪です。会場
に行くだけでも大変、帰り道はもっと大変かも、積もりま からね。子どもの安全を考えると開催は
無理。そこで残念ながら中止となってしまいました。
　北小体育館は結構な人気があります。この後、会場として確保しようとしても空きがありませんでし
た。 でも記念のプレゼントや菓子は全員に配布されたとのこと。
去年は何かと天気が荒れてて、行事がいくつかできませんでした。
　今年も５月 日の「１年生を迎える会」、 月６日の「お楽しみクリスマス会」、 ２月７日の
「６年生を送る会」３行事を開催します。よい天候に恵まれますように。お願いしますよ、お天道様。

した

来年

会自体の開催はできませんでしたが、
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防犯灯は大改革

　今皆さんの周囲にある防犯灯は の蛍光灯です。設置直後は明るいのですが、時間がたってカバー
が汚れてくると暗くなるのはいたし方のないところ。照らしてるというか灯ってるといった方がいいか
も。頼りなさを感じます。
　この状況が一変します。川越市では平成 年度中に防犯灯をすべて

の にします。つまり一灯あたりの消費電力は半分となり、半
日点灯しての寿命は蛍光灯の 年に較べて 年にもなります。
　何が起きますか。①ギラギラ感のある はとても明るいです。②
防犯灯の電気代と蛍光灯交換費用の一部は自治会が負担しますが、こ
の額は年間 万でした。これが減る可能性が大いにあります。
③球切れの管理が楽になります。以上いいこと尽くめ。
　いま 区関本宅の前に１つ設備されています。新しいものに興味の
ある方は見に行きましょう。点灯するのは夜間ですから周囲に充分注
意してください。まっ今年度中にはいずこも になりますけどね。

20w
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10w LED
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おやじの会ウォーキング

　 月 日午前 時半から 時間をかけて北小に通学する児童を対象に、おやじの会主催でウォーキング
が開催されました。参加者は 名近くいましたか。北小からは校長先生をはじめ 名の先生が参加さ
れました。ルートは北小から不老川と新河岸川を堤防沿いにふじみ野市の蓮光寺までの往復です。この
間約 キロ、越生名物の一里飴に換算すると 粒。福岡河岸記念館にも寄りました。蓮光寺境内をお借
りして家族で昼食をとりました。いつもは街を道路から見ているのですが、川から見ると雰囲気が変わ
るものですね。ここは川越なのかふじみ野市か、ひょっとして随分と遠くへ来てしまったのかという錯
覚に捉われます。小学生には大した距離でないかもしれませんが、高齢者にはちょっとこたえたか。北
小では「ときも」「時の鐘マン」、蓮光寺では「こばとん」「ふじみん」がお出迎え 、子ど
もはたいそうな喜びようでした。
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してくれて

まつり提灯作りませんか

　祭りちょうちんを作りませんか。昨年、この誌でお聞きしたところ、６個ほどご注文がありました。
さらに後日私も作りたかったというお話も伺いました。そこで今年もあらためてご注文を募ります。価
格は消費税値上げほかのため１張、 円となります。提灯は管理上、自治会にご寄付いただくこと
になります。祭りのときにしか出会えないことをご承知おきください。完成の際に写真を撮影し、お見
せします。

　　　色は 色（赤・青・黄・緑・ピンク）の中から 色をお選びください。この色と白の鯨幕状にして
　　提灯に張ります。

大方

2050

5 1
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3866:
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　注文に際しては

　　　書き入れの文字（お名前とか店名とか「五ツ又まつり」とか）をご指定、お知らせください。　
　ご注文は恐れ入りますが、代金をお持ちになって岡の家までおいでください。岡は水・土・日曜日・
祝日以外は 出勤のため不在です。休みの日もひょっとして不在かもしれません。事前に電話（ ‒

留守電使用可）をいただければ幸いです。
　注文締め切りは６月 日（水）とさせていただきます。
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五ツ又で昔、合戦ありき。
　五ツ又地区の南側に砂久保神社があります。稲荷大明神とも言われます。稲荷社は京都山城の渡来系秦氏の氏神
ですが、日本全国に勧請されていき、今も多く存在します。神社の縁起はともかくとして、ここでお話しするのは

年ほど前の 年（室町時代・戦国時代）にこのあたりで起きた川越夜戦（やせん・よいくさ・夜合戦とも
言います）です。いささか古い話で恐れ入ります。
　室町幕府は末期となると勢力は落ち、力の及ばなくなった関東地方では関東管領の平安時代からの名門、上杉家
は家中で本家筋の山内と庶家の扇谷両家の内紛で混乱、源氏である足利氏も内紛で混乱の態。その機に乗じて小田
原城に本拠を置く新興勢力の戦国大名北条氏（伊勢氏・後北条とも言う）が侵略をしかけ、江戸城を取り、続いて
扇谷上杉の川越城を取りました。それを奪回すべく上杉・足利氏の旧勢力は川越城を包囲、しかし北条側は半年に
わたって籠城、上杉・足利方が疲弊した頃に南側から北条援軍が迫り川越城を中心に戦闘。特に北側の東明寺口で
は激しい戦闘があり、 万人の戦死者が出たということです。東明寺は今は時宗ですが、創建当時は天台宗で無量
寿寺（喜多院 ）と同じく慈覚大師（円仁）が開祖で、河越氏領の東部一帯を寺領としていました。今も伊佐
沼北部に東明寺の字名が残っています。戦闘の地域は相当の広さであったのでしょう。両勢力 万人もの兵士が
戦ったのですから。
　川越夜戦の際、砂窪(当時の用字)に陣場が置かれていました。小田原から出陣した北条氏康の陣場ともいわれて
います。ただしここに神社があり、その境内が陣場の中心になったのではないようです。砂久保村ができたのが

年、江戸時代初期ですから砂久保神社ができたのはおそらくその頃。陣場あったのは砂久保神社成立の
年ほど前になります。砂窪で行われた戦闘では 千人ほど戦死者がいたとのこと、その記憶かあるいは遺骨が

多く残っていたために、聖地となり稲荷神社が祀られたのかもしれません。
　現東明寺の近くに、かつて戦死者の塚があり、明治の道路工事の際に頭骨などが多く掘り出されたといいます。
しかしいま実地を見たところ住宅街です。東明寺の御住持に伺ったところ昭和に初めに土地を購入した方が、不要
と見て塚を壊し埋め立て用に土を売ってしまったとのこと。
　川越夜戦は旧勢力軍勢 万に対し、籠城していた新興勢力軍勢 千と応援の 千が勝利したという奇襲作戦で有名
ですが、そこに留まらず、日本の権力の構造を根幹から覆した事件でもあります。上杉家が没して越後に逃げ、
頼った外戚の長尾景虎に姓と管領職を譲渡したことから、長尾景虎が上杉謙信として世に出てきたきっかけになり
ました。戦国時代は皇籍から降下した豪族をその配下にいた地方豪族が下克上したのですが、その中の一事件が砂
久保を舞台にして起こったと聞くとすごく身近な事件に思えます。観光川越の一部になりませんかね。砂久保陣屋
は観光資源として使えませんかね。東明寺口に較べると戦死者が少ないのですが。歴男・歴女がわざわざ砂久保神
社に参観に来ているようです。
　北条氏の配下、諏訪氏居城の寺尾城（現日枝神社、新河岸川・旭橋付近）、扇谷上杉氏の配下、難波田氏居城の
難波田城（ふじみ野市・南畑）も時期的にこの戦に関わっています。難波田氏の頭領、難波田憲重は東明寺の井戸
に落ちて絶命、難波田氏は歴史から姿を消します。　
　一方の諏訪（右馬助）氏は諏訪大社の神官の家系で長野県松代あたりが所領、松代には今でも城跡の地名として
寺尾が残っています。前北条氏に仕えてからは神奈川県内にも所領を持ち、今茅ヶ崎市、横浜市にも寺尾という地
名が残しました。川越市の寺尾も諏訪氏が持ち込んだものでしょう。川越市諏訪町もなんらかの関係がありそうで
す。藤間諏訪神社は藤間村が江戸時代に成立する以前からあるそうですから。諏訪氏はどの流れかしれませんが明
治には子爵になったとのことです。以上、五ツ又で昔、合戦ありきのお粗末でした。
　ところで地口行燈をご存知でしょうか。地口とは駄洒落のこと、行燈に駄洒落「着たきり雀（舌切り雀）。美味
（馬）勝った牛負けた。など」とそれに関わる絵を描いて、初午の際に稲荷神社の参道に立てるもので、江戸期に
は流行っていたものの、今は廃れ江戸近郊の一部に残されているだけですが、砂久保神社にはこれがちゃんと残っ
ているのです。初詣の際にはぜひご覧ください。
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五ツ又自主防災会とは　 　地域における防災活動の拠点

組織はどうなってるの？
どこに逃げるの？　

　もし大規模災害が起きたとき、誰の指示により、どこかに逃げましょう。
私はまだ若いころは人に頼らなくても何とかなると思ってました。家族を
守るには多少は悪さをしなくてはならない時もあるかもしれないと思って
ました。でも可能でしょうか。
　いくつかの災害を見てきました。そして自然の力が人に対して圧倒的で
あることを知らされました。個人で対応できる相手ではありません。人は
生態上、集団で生きるように仕掛けられています。多くの人が同じ劣悪な
環境のもとで均等に低レベルながら幸福を維持するために今まで日本人は
どういう行動をとったでしょうか。何人も手の施しようのない放射能汚染
地域は論外として、その地域にとどまり連帯して復興に対処しました。
　災害に対処するには、すべての生活信条・信念を捨てて、独立ではなく
集団で行動することが多くの命を維持していける方法であることが真実で

あるように思えます。
　集団で対処しよう、これを前提に以下お話しします。

　 表は平成 年度の五ツ又自主防災
会の組織と避難場所を示したものです。
自治会内を 班に分け、 人の会長副会
長が 班ずつを受け持ち、小中学校高等
学校を避難場所とします。避難場所は絶
対的なものではありません。災害の起こ
り方により、変更されることがあります。
災害の中心地となった施設には行けませ
んから。
　 年度は理事が大方交替いたします
のでこの表は 年度のみ有効となりま
す。
　実際の避難行動は各自主防災会で任意
に決定するものではありません。この組
織の上に災害情報を多く持つ自治体の組
織が存在します。避難勧告・指示は自治
体から発動され、それに基づき私たちは
行動することになります。行動は地域ご
との集団でなさなければ却って二次災害
の原因になり、避難現場の混乱を引き起
こします。
　次号では各役員・理事がどう行動する
かについてお話しいたします。

左 26
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